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1. はじめに 

我が国の産業界においては、 国際競争の激 ィヒ に伴い、 経営戦略の策定能力向上が 極めて重要であ ると強く認識 

されている。 日本の科学技術力は 世界的にも高水準を 保っているものの、 それらの技術を 事業 ィヒし 成果に結 ひつ 

ける力に乏しい。 とりわけ、 国際的に通用する 大規模開発プロジェクト   リーダ一の不足が 技術経営上の 大きな 

問題となっている。 

経済産業者では、 平成 14 年度補正事業として「起業家育成プロバラム 等導入促進事業」を 立ち上げ、 科学技 

術の研究開発成果の 事業化を戦略的にマネジメントする 技術経営 (MOTT:M ㎝ aeementofT ㏄㎞ 0logy) 人材の 

育成プロバラム 開発に着手した。 現在、 大学や民間教育機関等 邸 団体が選定され、 技術経営プロバラムの 開発 

な 行っている。 

㈱東レ経営研究所では、 当該事業の一環として、 民間企業の開発リーダーおよび 将来の ピ呵 (ChiefT ㏄ hnology 
O 伍 cer: 技術統括役員 ) の育成を目的とした「上級 MOT 短期集中研修」プロバラムを 開発中であ る。 開発にあ 

たり、 企業が研修の 目的・内容・ 対象等についてどのようなニーズを 持っているかを 探るため、 アンケートを 実 

施した。 

本稿ではこの 調査結果を報告すると 共に、 効果的な研修内容についての 検討を行 う 。 

2.@@@@ 

調査対象は「ダイヤモンド 会社職員録 2002 ( 全上場会社販 ) 」から抽出した 上場企業の開発・ 研究担当責任者 

1,000 人。 調査内容の特性上、 対象企業は製造業中心であ るが、 商社の戦略経営部門等の 非製造業も含む。 回答 

者は 216 人 (178 社 ) 。 

0 調査方法 : 記名アンケート 方式。 郵送による配布回収。 

0 調査期間 : 平成 15 年 5 ～ 6 月 

0 有効回答率 :21.6% 。 

0 調査内容     

① CTO について Cmoo の有無・職位・ 統括範囲・キャリア 

パス 

②技術開発リーダ 一について技術開発リーダ 一の主要な 

職位・役割、 技術開発リーダ 一に必要な人材要件 ( 資質・ 

人間カノ思考の 能力，経験・キャリアⅠ知識・スキル ) 

③ CTO. 技術開発リーダ 一の育成の育成方法 

④自社で実施したい 教育内容、 教育対象年齢 

本稿では、 技術開発リーダ 一に関する項目 ( 上記②～④ ) 

を 中心に分析する。 

鋼 " 
㈹回答企業の 属性 

回答企業の属する 業種は表 1 のとおりであ る。 表 ] 回答企業の業種 

一 311 一 



化学 ( 繋 ． 7%) 、 機会・精密 (10 ． 拙 ) 、 医 

薬 (10.2%) の各業種からの 回答者が多い。 

今回の調査では、 ①業種の他に②従業員数、 

③研究・技術開発要員数、 ④研究 り翅禰 開発 

投資額、 ⑤研究・技術開発体制の 属性につい 

て分析を行った。 ただし、 従業員数 3 ㏄ 人 未 
満の企業は 4 社にとどまったため、 従業員数 

別の分析からは 外している。 

②技術開発リーダ 一の役割 

技術開発リーダ 一の役割は、 「開発」 

(83.7% 、 「コンセプト 設計」 (72. の %L 、 「研 

究」 ( ㏄． 8%%) 、 「設計・試作」㈲ 4.7%%) 等が 

中心であ る ( 図 lL 。 

また、 従業員が小さい 企業ほど「事業責任」 

を負う比率が 高、 イ頃 向 が見られる ( 表 2) 。 

(3) 技術開発リーダ 一に必要な人材要件 

「資質、 人間 力 」、 「思考の能力」、 「人材要 

件」、 「知識・スキル」の 4 つの視点から、 技 

術開発リーダ 一に必要な人材要件について 尋 

ねた。 

①「資質、 人問 力 」 ( 表 3-1) 

「リーダーシップ、 統率 力 」 (70 ． 払 ) が最 

も多く、 回答者の 7 割が選択している。 「 清熱 、 

信念、 執念、 忍 肺ヰ力 」 (56.3%) 、 「責任意識、 

決断力」 (50.0%) と合わせた上位 3 項目が 5 

割以上の選択率であ る。 

プロジェクトに ， 清 熱を傾け、 メンバーを 引 

っ 張る強いリーダーシップを 持ち、 必要なと 

きには大胆に 決断する技術開発リーダーが 求 

められている。 

②「思考の能力」 ( 表 3.2) 

「洞察力、 本質を見抜く 力 」 (6U. ぽ んを選 

択する人が最も 多く 、 次いで @ 理的 思考、 

戦略が立てられる 能力」 (47. 鱗 ) 、 「ビジョ 

ン、 コンセプトを 形作る力」 ( 弼 ．鰯のと続く。 

    
      アァ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

              

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        豊 726 1 
  

  

  
  

    
 
 

    設 i 十 ・試作 坤                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

          - 評価の インク・ 仮糞 サ )                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

上ワ Ⅰ 牛 @1 

  生産・販売・ 事案文使 甘即                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 
 

00  l00  ,0 。 30 。 帥 0  ， 00  600  ,00  ㏄。 ㏄ 0 
  

"' 抜荷 "" 。 一 。 一 " 役割。 紋 "" 答 。 ' (n=216) 

表 2 技術開発リーダ 一の役割「事業責任」 ( 複数回答 可 ) 

貝 く   
従業員規模 販売・管理 ) (%) 

～ ].000 人未満 20.0 
～ 3.000 人夫 溝 20.3   
～ 5,000 人未満 Ⅰ 7.9 
～ 1 万人未満 Ⅰ 0 ・ 3 

Ⅰ万人以上 ⅠⅠ・ 5 

注 ) 従業員規模 300 人以上の企業のみ (n 二 212) 

表 3 -1 技術開発 トダ 一に必要な人材要件「資質・ 人間 
(n=2l6) 

順位 特に重要 ( かっこ内は選 比率 ) 
] 位 トダ リップ、 統率 力 (70.2%) 
2 位 情熱、 信念、 執念、 忍耐力 (56.3%) 
3 位 責任意識，決断力 (50.0%) 
4 位 積極性，大胆 さ 、 挑戦 瑚 356%) 
5 位 イランス感覚、 協調性 (l1.5%) 
6 位 人間性、 心の豊かさ (l0]%) 

@  7 位 l 説得力、 説明表現のうまさ (]0 ・ l%)  l 

力 」 

表 3-2 技術開発 リ ダーに必要な 人材要件「思考の 能力」 
(n=216) 

@ 順位 @  特に重要くかつこ 内懐選択 比季 ) 

] 位 洞察力、 本質を見抜く 力 (61 6% 

2 位能力 論理的思考 (47.9%) 力 、 戦略が立てられる 

3 位 ビゾコ ン、 コンセプトを 形作る力 (46.9% 

忙
忙
忙
 

 
 創造性、 独創性、 非連続的仮説設定 

力 40.3% 

問題意識、 危機意識 (38.9%) 

多様な意見を 取りまとめる 能力 (10 ． 9%) 
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③「人材要件」 ( 表 3.3) 表 3-3 技術開発 卜 ダーに必要な 人材要件「人材要件」 

「技術開発プロジェクトの 一員としての 体 

験」 ( 名 ． 4%) 、 「研究、 技術開発の管理職とし 

ての体験」 ( 田 ． 2%) 、 「事業部でのビジネス 

体験」 ( 践 ． 6%) の上位 3 項目がともに 約 4 割 

(n 二 216) 

位 特に重要 ( かっこ 麒ま 選択比率 ) 
， 用 技術開発フロ・ ン ・カトの一員としての 体 
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選択されている。 技術開発リーダ 一の人材 要 3 位 事業部での ビ ゾネス体験 (42.6%) 

件 として、 研究開発、 事業部での経験を 合わ 4 位 企画スチリとしての 体験 (8.0%) 
せ 持つ人材を必要とされていることが ぅか が 

える。 5 位 生産現場での (8.0%) 管理職としての 体験 

6 位 海外での経験 (4.3%) 

「 ④ 知識・スキル」 ( 表 3-4 

知識レベルでは、 基礎知識的な 項目よりも、 「経営全般の 最近の動向、 経営戦略と競争有意の 最新理論」、 「先端的科学 

技術の最近の 動向」といった 技術経営に必要な 最新清朝が多く 挙げられている。 

スキルレベルでは、 技術のマネジメントのみならず、 「リーダーシップ」といった 人のマネジメントに 関する項目、 従 

来 ゼネ、 コンで活用されてきた「プロジェクト・マネジメント」へのニーズが 高い。 

全般的に、 スキルレベルで 重視される項目 ( 表 3 、 4 「スキルレベル」の A ～ B の 頃 弐は 、 知識レベルで 重視されて 

い る項目と重複しないケースが 多 い ことから、 知識レベルで 必要な項目とスキルレベルで 必要な項目とは 区 W@J されてい 

ることがうかがえる。 

表 3-4 技術開発 卜ダ 一に必要な人材要件「知識・スキル」 

A  :4 ㎝以上、 B  :30 ～ 40% 未満、 C  :20 ～ 30% 未満、 D  :20% 未満 
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表 4 自社で実施したり 教育内容 (n Ⅰ ;2 Ⅰ (6) 

10 Ⅰ 立 ) 

注 ) 順位ポイント… ] 位 :10 点， 2 位 :9 点．・ .. 、 10 位Ⅱ点と点数化し ，項目 こ ・とに合算した。 

( り 自社で実施したい 教育内容 ( 表め 

㈱東レ経営研究所で 検討中の「七級 MOT 短期集中研修」のプロバラム 素案 ( 表 4) から、 自社の MOTT 教育として 

実施したい科目を、 優射凰 立の高い順に 10 項目まで ぅ巽択 させた。 川風立ポイントの 重みづけにより 分析を行う。 

上位 2 科目は、 いずれもま好適対格科目の「技術マネジメント」、 「技術戦略」であ る。 次いで戦略的思考の 方法」、 「 経 

営 戦略」 ( いずれも戦略と 計画の科 弐 、 「プロジェクト・ 

マネジメント」 ( 専門知言 瞬 井目 ) が上位に挙がっている。 

上位 10 項目まで見ると「①動機付け」、 「③技術戦略」、 

  鐸略 と計画」に関する 科目が中心になっている。 

㈲「七級 MOT 短期集中洲勿の 対象年齢 ( 図 2) 

回答企業の約半数が「 35 ～如才未満」を 受講対象と 

考えている ( 毬 ． 1%) 。 次いで「 如歳 以上」 (28. 幼 %) 、 

「 35 才未満」 (14.8%) の順であ る。 

臼 2 「上級 MOT 短期集中 研携 」の受訴対象 年偉 

  
今回 C 調査は MOT 教育プロバラム 開発のためのニーズ 把握を目的として 行った。 現在は本調査の 結果に基づき、 「 上 

級 MOT 短期集中研修一 % 的 技術マネジメント 研修一」プロバラムを 作戊 中であ る。 

さらに、 研修実施後にはプロバラムの 効果・ 有囹椎は ついて評価し、 企業の MOT 人材育成のためにより 効果的な プ 

ログラムへと 改善を図る予定であ る。 
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